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	3章 各部の取り扱いと操作
	メインスイッチ（スマートク ロックスイッチ）
	チャイルドシート（リヤ用）
	フットレストの高さ調整
	フットレストの高さ調整
	フットレストの高さ調整[ふっとれすとのたかさちょうせい]

	<グラフィック>
	フットレストの位置は2 段階に調整できます。調整について は、販売店にご相談ください。

	幼児を乗せるときの操作
	幼児を乗せるときの操作
	幼児を乗せるときの操作[ようじをのせるときのそうさ]

	<グラフィック>
	<グラフィック>
	<グラフィック>
	1 開閉式ハンドルを開けます
	開閉式ハンドルの丸いボタン①（２か所）を押しながら ②の方向へ引き出し、図のように③、④の方向へ動かし ます。
	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	9 各可動部周辺に、幼児の足や手、指および衣服がないか、 よく確認してから操作してください。各可動部に身体をは さまれ、けがをするおそれがあります。 
	9 各可動部周辺に、幼児の足や手、指および衣服がないか、 よく確認してから操作してください。各可動部に身体をは さまれ、けがをするおそれがあります。
	9 各可動部周辺に、幼児の足や手、指および衣服がないか、 よく確認してから操作してください。各可動部に身体をは さまれ、けがをするおそれがあります。
	9 各可動部周辺に、幼児の足や手、指および衣服がないか、 よく確認してから操作してください。各可動部に身体をは さまれ、けがをするおそれがあります。

	9 開閉式ハンドルが開いた状態で走行しないでください。幼 児が転落してけがをしたり、開閉式ハンドルが運転者の足 などに引っかかり破損や転倒するおそれがあります。
	9 開閉式ハンドルが開いた状態で走行しないでください。幼 児が転落してけがをしたり、開閉式ハンドルが運転者の足 などに引っかかり破損や転倒するおそれがあります。

	9 開閉式ハンドルの本体に、また開閉操作時に、無理な力を 加えないでください。無理な力が加わると、破損の原因に なります。
	9 開閉式ハンドルの本体に、また開閉操作時に、無理な力を 加えないでください。無理な力が加わると、破損の原因に なります。








	<グラフィック>
	<グラフィック>
	2 肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引 きながら、肩ベルトを引き出します
	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	必ず左右の肩ベルトを持ち、シートベルトレバーを引いてく ださい。肩ベルトから手を離した状態でシートベルトレバー を引くと、勢いよく肩ベルトが戻るので、ご注意ください。
	必ず左右の肩ベルトを持ち、シートベルトレバーを引いてく ださい。肩ベルトから手を離した状態でシートベルトレバー を引くと、勢いよく肩ベルトが戻るので、ご注意ください。






	<グラフィック>
	<グラフィック>
	3 バックル解除レバーを解除します
	バックル解除レバーを引き上げると、バックルが外れて ベルトを取り外すことができます。

	4 幼児を乗せます
	4 幼児を乗せます
	<グラフィック>
	あらかじめ、バックルを開閉式ハンドル本体外側の穴にはめ こむことで、肩ベルトを引き出しやすくなり、幼児を乗せや すくなります。
	あらかじめ、バックルを開閉式ハンドル本体外側の穴にはめ こむことで、肩ベルトを引き出しやすくなり、幼児を乗せや すくなります。


	<グラフィック>
	<グラフィック>
	5 左右の肩ベルト・腰ベルトのバックルを股バックルに装 着します
	バックルはマグネットで固定されます。（バックルにマグ ネットが入っています。）
	バックルが正しく装着されると、「カチッ」という音がし ます。左右のバックルについて、それぞれ装着の音をご 確認ください。またバックル装着後、抜けないことを確 認してくださ...
	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	バックルは確実に装着してください。バックルが確実に装着 されていないとベルトが外れ、幼児が落ちる可能性がありま す。
	バックルは確実に装着してください。バックルが確実に装着 されていないとベルトが外れ、幼児が落ちる可能性がありま す。





	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	9 バックルには強力な磁石が使われています。ペースメー カーや磁気カードなどの電子機器をバックルに近づけない ようにしてください。磁気がペースメーカーや精密機器に 影響をお...
	9 バックルには強力な磁石が使われています。ペースメー カーや磁気カードなどの電子機器をバックルに近づけない ようにしてください。磁気がペースメーカーや精密機器に 影響をお...
	9 バックルには強力な磁石が使われています。ペースメー カーや磁気カードなどの電子機器をバックルに近づけない ようにしてください。磁気がペースメーカーや精密機器に 影響をお...
	9 バックルには強力な磁石が使われています。ペースメー カーや磁気カードなどの電子機器をバックルに近づけない ようにしてください。磁気がペースメーカーや精密機器に 影響をお...

	9 バックルを装着するとき、装着面に砂鉄や金属片、汚れな どついていないか確認をしてください。汚れている場合は ふき取ってください。
	9 バックルを装着するとき、装着面に砂鉄や金属片、汚れな どついていないか確認をしてください。汚れている場合は ふき取ってください。

	9 股バックルを無理に折り曲げないでください。破損の原因 になります。
	9 股バックルを無理に折り曲げないでください。破損の原因 になります。








	<グラフィック>
	<グラフィック>
	6 シートベルトレバーを使用して、肩ベルトの長さを調整 します
	バックルの上あたりで左右の肩ベルトをしっかりとつか んで、上にゆっくり引き上げながら、シートベルトレバー を引き長さを調整します。
	幼児の体格や服装に合わせて、長さを調整してください。
	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	ベルトを調整するときは、ベルトが幼児の首に巻きついたり、 体を強く圧迫したりしないようにご注意ください。
	ベルトを調整するときは、ベルトが幼児の首に巻きついたり、 体を強く圧迫したりしないようにご注意ください。





	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	9 ベルトの長さ調整は、必ずベルトのバックルを装着してか ら行ってください。 
	9 ベルトの長さ調整は、必ずベルトのバックルを装着してか ら行ってください。
	9 ベルトの長さ調整は、必ずベルトのバックルを装着してか ら行ってください。
	9 ベルトの長さ調整は、必ずベルトのバックルを装着してか ら行ってください。

	9 必ず左右の肩ベルトを持ち、シートベルトレバーを引いて ください。肩ベルトから手を離した状態でシートベルトレ バーを引くと、勢いよく肩ベルトが戻るので、ご注意くだ さい。
	9 必ず左右の肩ベルトを持ち、シートベルトレバーを引いて ください。肩ベルトから手を離した状態でシートベルトレ バーを引くと、勢いよく肩ベルトが戻るので、ご注意くだ さい。







	<グラフィック>
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。

	9 肩パッドの位置を調整することはできません。
	9 肩パッドの位置を調整することはできません。

	9 肩パッドは取り外しが可能です。
	9 肩パッドは取り外しが可能です。

	9 詳しくは、お買い求めいただいた販売店にご相談ください。
	9 詳しくは、お買い求めいただいた販売店にご相談ください。




	<グラフィック>
	<グラフィック>
	7 アジャスターを使用して、腰ベルトの長さを調整します

	<グラフィック>
	<グラフィック>
	8 開閉式ハンドルを閉めます
	図のように①、②の方向へ開閉式ハンドルを持ち上げて ③へ「カチッ」と音がするまで、押し込みます。
	（丸いボタンを押さない状態で）開閉式ハンドルを軽く ひっぱって、固定されていることを確認してください。
	開閉式ハンドルが固定されていないと、走行中に開いて しまうおそれがあります。



	幼児を降ろすときの操作
	幼児を降ろすときの操作
	幼児を降ろすときの操作[ようじをおろすときのそうさ]

	「幼児を乗せるときの操作」（49 ページ）をご参照ください。
	「幼児を乗せるときの操作」（49 ページ）

	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます

	2 肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引 きながら、肩ベルトを引き出します
	2 肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引 きながら、肩ベルトを引き出します

	3 バックル解除レバーを解除します
	3 バックル解除レバーを解除します

	4 幼児を降ろします
	4 幼児を降ろします

	5 開閉式ハンドルを閉めます
	5 開閉式ハンドルを閉めます



	本体上部の倒しかた
	本体上部の倒しかた
	本体上部の倒しかた[ほんたいじょうぶのたおしかた]

	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます
	開閉式ハンドルの開け方については
	「幼児を乗せるとき の操作」（49 ページ）

	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	必ず開閉式ハンドルを開けてから、本体上部を倒してくださ い。開閉式ハンドルを閉じたまま本体上部を倒すと開閉式ハ ンドルが破損するおそれがあります。
	必ず開閉式ハンドルを開けてから、本体上部を倒してくださ い。開閉式ハンドルを閉じたまま本体上部を倒すと開閉式ハ ンドルが破損するおそれがあります。













